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文字数の都合で、泣く泣く本には載せられなかった原稿の紹介！  

 

 

丸尾孝俊さん（インドネシア バリ島 PASTI グループ ファウンダー） 
著書に、『大富豪アニキの教え』（ダイアモンド社、2012 年）、『バリ島大富豪“兄貴”

に学ぶ豊かさを導く 31 の「与え方」』（主婦の友社、2013 年）、『アニキのニッポン論』

（マイナビ、20013 年）、『金のなる木の育て方』（東邦出版、2013 年）、『バリ島アニキ 
幸せ金持ち計画』（宝島社、2013 年）など多数。 

 

以下、幻の原稿です。 

 

お金持ちでも幸せになれるのか？ 

 

 強欲資本主義を脱し、金、モノ、名誉などの地位財から無縁の自己実現やつながりを

めざそう、という話をしてきました。あたかも「金儲けは敵だ」と論じるかのようなト

ーンを感じられたかもしれません。 

 では、金持ちは幸せになれないのでしょうか。あるいは、金持ちになることを目指し

ている人は、幸せになれないのでしょうか。 

 結論から言うと、本書で何度も主張している通り、「金持ちになることは幸せになる

ことではない」と考えますが、「金持ちは幸せになれない」ということではありません。

「金持ちは敵」ではないのです。 



 だから、「金持ちになることによって、四つの因子を満たし、その結果幸せになる」

人はいると思います。その強烈な実例をご紹介しましょう。 

 

 大富豪アニキとして有名なバリ島に住む実業家、丸尾孝俊さんをご存知でしょうか。

『出稼げば大富豪（ＫＫロングセラーズ）』『金のなる木の育て方（東邦出版）』『大

富豪アニキの教え（ダイヤモンド社）』など、多くのベストセラーでも有名です。 

 丸尾孝俊さん（通称兄貴）は、親分肌を地でいくような方です。少年のような目をし

て、みんなをいとおしく思う優しさがにじみ出ていて、お会いした瞬間に包容力のオー

ラに包まれているような、魅力的な方です。一度会ったら、またすぐに会いに行きたく

なるくらい、マグネティックな方です。 

 丸尾さんはいいます。昔は金持ちになりたいと思っていた。しかし、いけてなかった。

昔はワルだったし、事業で失敗もした。失敗を山ほどして気付いたのは、「人間は無か

ら生まれて無に戻る」「だから、何にもとらわれない」「もちろん金になど、とらわれ

ない」「金が入ったら、トランプのババみたいなものだと思う。キープするのではなく、

いかに人のために使おうかと思う」「一番大事なことは、共感、共有、共存」だといい

ます。圧倒的な隣人愛と無欲。 

 

 丸尾さんの本って、「大富豪」「金」など、要するに、地位財を求めるフォーカシン

グ・イリュージョンをあおるようなタイトルがついていますよね。だから、「金持ちに

なりたい」と思う層が買う本のように思えます。しかし、丸尾さんはある面、誤解され

ていると思います。本当は、どの本も、金持ちになるための本ではない。私に言わせて

もらえば、人々を幸せに導くための処方箋に満ちた本だと思います。 

 

 丸尾さんとは何者なのか。ユニークな生き方をされ、自己実現をされている方です。

バリ島に渡り、無一文から富を築いた和僑、丸尾さん。大規模な不動産デベロッパーと

して、現地では知らない者がいないというほどの大経営者です。まさに「自己実現と成

長」。オリジナルなビジネスの創造です。 

 しかも、現地の伝統的な良さや人々のつながりを生かし、現地の方の雇用を確保し、

みんなの幸せのために開発を行う。「自分だけ金持ちになろうなどと思うな。人様に儲

けさせてあげたい、人様に感謝し人様を豊かにしてあげたいと思え。あらゆることに感

謝しろ。縁を大事にしろ。」とおっしゃいます。「つながりと感謝」そのものですね。

「経営者としてたくさんの人を雇い彼らの生活を守り続けるために最も大事なことは、

感謝を受け続けること。これに限る」と力説します。地元にインフラや学校やサッカー

コートを寄付し、地元の人々を雇い、自分のことのように分け隔てなく面倒を見て、本

当に、多くの人に慕われている。私もバリのご自宅にうかがいましたが、現地の方にも

日本人にも外国人にもオープンで、みんな仲間、みんな家族、という生き方です。プラ

イベートなんかない。「全部ばれとく」「ものを大切にするための一番の方法は、それ



が欲しいという人にあげること。それが巡る」。完全にオープンです。私利私欲があり

ません。 

 そして、とにかくポジティブで楽観的。人間は、生まれる前は「無」だった。死んだ

らまた「無」に戻る。「生かされている」んだから、なにも執着はない。何でも来い。

すべてはなりゆき。何にも思い込みや思い入れはない。まさに究極の「まえむきと楽観」

です。 

 最後に、「独立とマイペース」。人のいうことを鵜呑みにするな。みんなから「あい

つは悪いやつだ」といわれている人がいても、その言葉を信じるな。自分で判断しろ。

「今の日本は過半数が間違っているから、少数派になりなさい」「人と違うことを徹底

的にやりなさい」「人とは違うタイプになりなさい」と言います。それは、「人の目を

気にしない」ですね、と聞いたら、「違う。人の目を気にするか気にしないかじゃない。

本当に人のためになろうと思っていたら、人の目を気にするとかしないとか考えている

場合じゃない。やるしかない」といいます。「独立とマイペース」どころではない。「み

んなの心の中には誰も皆、魂がある。それを活かすか活かさないかで人生は違う。恥ず

かしがっている場合じゃない。どんどんいけ。さわやかに。」圧倒的です。 

 幸せの四因子を満たしているなんてものではない。それらが、「無」から無限のエネ

ルギーになって湧き出ているような方です。「日本も、みんなが昔持っていた、共感、

共有、共存を取り戻さなければならない。今すぐ変えないと、大変なことになる。」ス

ケールが大きく、ご縁で知り合ったみんなを幸せにしたいという気概が心の底から湧き

出ている方です。バリを訪問し、お話をした晩は、私も興奮して寝られませんでした。

毎日、訪問する方が後を絶ちません。そして、丸尾さんは、誰とでも分け隔てなく会っ

て話し、「共感、共有、共存」の輪を広げていく。 

 

 つまり、丸尾さんは、金持ちだから幸せなのではない。そんなみみっちいレベルでは

ない。地位財も持っていますが、非地位財である幸福の四因子を圧倒的に満たしておら

れるから幸せなのです。もちろん、フォーカシング・イリュージョンにとらわれてはい

ない。利他です。いや、利他という言葉が陳腐に感じられるくらい、人々への愛に満ち

ています。「俺は幸せだ」とおっしゃいます。すべてを持っているから。持っていない

ものは何もない。金もある。地位も名声もある。そして、何より、信頼しあえ、慕って

くれるたくさんの仲間がいる。 

 最後にお話ししたことが印象的です。「では、今後の夢は？」「だから、言ってるで

しょう。なりゆきだって。何にもとらわれていないから、幸せだし、人を幸せにできる。

今を生きることです。」 

 すべてを持っているが、すべては究極には「無」だと知っている。偉大な宗教家のよ

うです。 

 

（前野隆司） 


